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「放射性廃棄物」は、原子力発電や、使用済燃料のリサイクルなどに
伴って発生する、「（放射線を出す）放射性物質を含む廃棄物」です。

放射性廃棄物の発生
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ウラン
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紙、布など
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放射性廃棄物として扱う必要のないもの、または放射性廃棄物でない廃棄物

放射能レベルの極めて低い廃棄物（コンクリートや金属など）
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放射能レベルの比較的低い廃棄物
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放射能レベルの比較的高い廃棄物
低レベル放射性廃棄物

フィルタ・スラッジ、
使用済イオン
交換樹脂など

放射化金属
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地下に
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活性炭式希ガスホールドアップ装置
（放射性物質の濃度を減衰させる）
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放射性廃棄物の発生場所

原子力発電所の運転に伴って発生する放射性物質を含
む廃棄物には、気体状のもの、水に溶けて液体状になっ
ているもの、さらに紙・布・金属などの固体状のものが
あります。
気体状の放射性廃棄物は、主に放射性の希ガス（主にク
リプトン、キセノン）やヨウ素などを含む原子炉内から
排出されたガスで、減衰タンクや活性炭式希ガスホー
ルドアップ装置により放射性物質を減衰させ、フィル
タで放射性物質をできるだけ取り除いた後、放射性物
質の濃度が安全であることを監視しながら大気中に放
出します。
液体状の放射性廃棄物は、発電所内の機器から発生する
廃液や、作業員の衣服の洗濯によって発生する廃液など
であり、フィルタなどによるろ過や蒸留によって放射性

物質をできるだけ取り除き、放射性物質の濃度を測定し
て安全であることを確認した後、海へ放出します。また
蒸留により濃縮した濃縮液は、セメントやアスファルト
などで固型化し、発電所内の放射性廃棄物貯蔵庫で保管
します。
固体状の放射性廃棄物のうち、発電所内の作業によって
発生する可燃性の紙や布、不燃性・難燃性のガラスや金
属などは、焼却や圧縮などにより容積を減らしてから専
用の容器（ドラム缶など）に詰め、放射性廃棄物貯蔵庫で
保管します。また、原子炉の運転で使用したイオン交換
樹脂など、比較的放射性物質の濃度が高いものは、貯蔵
タンクで長期間貯蔵し、放射性物質を減衰させてから専
用の容器などに詰めます。ドラム缶に詰めた廃棄物な
どは、低レベル放射性廃棄物として処分します。

使用済燃料のリサイクルに伴って発生する廃棄物には、
気体状・液体状の放射性廃棄物、固体状の低レベル放射
性廃棄物のほかに、使用済燃料から取り出した核分裂生

成物を含む高レベル放射性廃棄物があります。高レベ
ル放射性廃棄物は、地層処分と呼ばれる処分方法を基本
として検討されています。

●原子力発電所の運転に伴って発生する放射性廃棄物

●使用済燃料のリサイクルに伴って発生する廃棄物

原子力発電所から出る廃棄物の処理・処分方法

＊1	 使用済燃料の一部は再処理するまでの間、中間貯蔵施設で貯蔵・管理する予定です。
＊2	 使用済燃料の被覆管のせん断片および端末部分。
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放射性固体廃棄物は、「低レベル放射性廃棄物」と
「高レベル放射性廃棄物」の二つに大きく分けられます。
これらはその放射能レベルに応じて埋設による処分を行います。

放射性廃棄物の種類と処分

3 4

＊1	 原子番号が、ウラン（92）よりも大きい核種のこと。ネプツニウム（Np）、プルトニウム（Pu）、アメリシウム（Am）、キュリウム（Cm）などがあります。
	 天然には存在せず、原子炉や加速器の利用により人工的に作られたもので、半減期が数万年以上と長いものもあります。
＊2	 クリアランス対象物。安全上「放射性廃棄物として扱う必要がないもの」を再利用したり、処分したりすることができる制度を「クリアランス制度」といいます（P.9参照）。
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処分方法の例

地下70mより深い地中に、コンクリートでト
ンネル型やサイロ型の建造物を造り、その中
に廃棄物を入れます。さらに廃棄物の周り
は、放射性物質の移動を遅くする特殊な粘土
で締め固めるなどして埋め戻します。
現在、規制等の検討が、原子力規制委員会に
おいて進められています。

中深度処分

地下300mより深い、安定した岩盤の中に廃
棄物を入れます。廃棄物は、厚い金属製容器

（オーバーパック）にさらに収納し、放射性物
質の移動を遅くする特殊な粘土で締め固める
などして埋め戻します。

地層処分

地上または地下70m未満にコンクリート
ピットなどの人工バリアを設けずに廃棄物
を入れ、覆土します。

トレンチ処分

地上または地下70m未満にコンクリートの箱
（ピット）を設置し、その中に廃棄物を入れて
モルタルなどで固め、覆土します。

ピット処分
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日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設センター資料提供：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
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廃棄物

放射能レベル
の比較的低い
廃棄物

放射能レベル
の比較的高い
廃棄物

ウラン廃棄物
紙、布、廃液、
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切断・圧縮
など
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など
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廃棄物
（TRU＊1廃棄物）

発生場所
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物
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放射性固体廃棄物は、
どのように処分するの？Q
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●高レベル放射性廃棄物の処分

最終処分に向けたプロセス

高レベル放射性廃棄物は、安定な形態に固化（ガラス固
化）した上で30～50年間、地上の施設で貯蔵して冷却し
た後、最終的に地下300mより深い安定した地層中に処
分（地層処分） することとしています。処分事業は国の
認可を受けた「原子力発電環境整備機構（NUMO）」が実
施します。また、「日本原子力研究開発機構」により「幌

延深地層研究センター（北海道幌延町）」では、高レベル
放射性廃棄物の地層処分技術に関する研究開発が行わ
れており、地下に坑道を掘り進みながら地上からの調査
研究で立てた予測の確認、調査手法や解析評価手法の妥
当性が検討されています。

原子力発電を行う電力会社は、廃棄物の発生者として責任を果たしていくため、
国とNUMOと連携し、最終処分にかかわる理解活動に取り組みます。

放射性廃棄物の種類と処分

地下
300m
以深

緩衝材（水を通しにくい粘土）
［厚さ約70cm］

オーバーパック（厚い金属製容器）
［厚さ約20cm］

岩盤

ステンレス鋼製容器
（キャニスター）

固化ガラス
再処理で発生する廃液と溶融した
ガラス原料を混ぜて固めたもの

放射性物質をガラスの中に閉じ込め、
地下水に溶け出しにくくする

地下水をガラス固化体に
触れにくくする

放射性物質の移動を
遅らせる

地下水と放射性物質の移動を遅らせる

かんしょうざい

ガラス固化体
［直径約40cm、高さ約130cm］

人工バリア 天然バリア

高レベル放射性廃棄物の地層処分

＊1	 いつでもプロセスの見直しを行えること。
＊2	 廃棄物が回収可能な技術を保持すること。

処分の
開始文献調査

過去の履歴など
文献による調査

ボーリングによる
調査など

地下施設での
調査・試験

施設建設後、
廃棄物搬入開始

科学的特性
マップの提示

全国・地域における対話の
積み重ね（説明会の開催など）

法律に基づく処分地選定調査

複数地域に対して
国からの申し入れ

概要調査 精密調査 施設建設
公募 自治体からの応募

国が前面に立って最終処分の実現に向けた取り組みを進めるため、考慮すべき科学的特性を全国地図の形にした「科学的
特性マップ」を国が示し、地域における学習や対話の場（説明会の開催など）を提供します。処分地の選定は「国からの申
入れ」や「公募への応募」を受けて「文献調査」、「概要調査」、「精密調査」の三つの段階を経て行われます。調査の各段階で
知事および市町村長の同意が得られない場合、次の段階に進むことはありません。
なお、将来の方々がその方法を常に見直せるように、可逆性＊1・回収可能性＊2が適切に担保されます。

モルタルで
固型化する

セメントなどで
固型化する

原子力発電所
液体

固体

蒸発濃縮

減衰させ
放射能を弱める

貯蔵タンク

焼却炉

ろ過・脱塩

分別
●金属、プラスチック類
●保温材・フィルタ類
●紙、布類

●紙、布類

2号廃棄物
埋設地に埋設

濃縮された廃液

フィルタ・スラッジ、使用済樹脂

必要に応じて
切断・圧縮・溶融処理

ドラム缶に収納

灰など

六ヶ所
低レベル放射性
廃棄物埋設
センター

1号廃棄物
埋設地に埋設

③鷹架層（岩盤）

③ベントナイト混合土

排水・監視設備

点検路

埋設設備

②ポーラスコンクリート層

約24m

約6m

厚さ約4m以上の覆土

約2m

廃棄体 ①セメント系充てん材

④土砂など

④植生

低レベル放射性廃棄物のうち、原子力発電所から発生する放射能レベルの比較的低いものの一部は、青森県六ヶ所村
の「日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設センター」で埋設処分を行っています。

①廃棄体（ドラム缶に収納された廃棄物）を、鉄筋コンクリート製の埋設設備に収納し、隙間なくセメント系充てん材（モル
タル）を充填して、放射性物質を閉じ込めます。

② 埋設設備には内側に水を通しやすい多孔質のコンクリート（ポーラスコンクリート）の層を設けており、仮に設備内に水
が浸入しても、廃棄体に達する前に排水します（埋め戻し後30年まで監視）。

③ 埋設設備は、水を通しにくい岩盤を掘り下げて設置しており、上面と側面を岩盤よりもさらに水を通しにくいベントナ
イト（粘土の一種）を混合した土で締め固めて、水の浸入を抑えます。

④ 周辺を土砂などで覆い、植生を施します。

●低レベル放射性廃棄物の処分

放射性物質の漏出を抑えるしくみ

埋設するための処理方法（例）

埋設地略図（1号廃棄物埋設地）

出典：日本原燃（株）ホームページ

放射能は時間とともに減衰します。また、将来埋設設備が劣化した場合でも、周辺の岩盤や土壌などによって放射性物質
の生活環境への移行が抑えられるので、安全性が確保されます。

調査坑道の掘削

※このイメージ図は、今後の調査研究の結果次第で
　変わることがあります。

　　施工済
2023年10月4日現在

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構	幌延深地層研究センター

至 豊富町至 豊富町
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運転を終了した原子力発電所の解体廃棄物の大部分は、
放射性物質として扱う必要がなく、
できる限りリサイクルしていきます。
また、放射性廃棄物は放射能レベルに応じて処分します。

放射性廃棄物の種類と処分

7 8

●解体廃棄物の大部分は、放射性廃棄物として扱う必要がありません。

運転を終了した原子力発電所を解体・撤去し、廃棄物の
処理処分と跡地有効利用のための作業を行うことを「廃
止措置」といいます。廃止措置に伴い、110万キロワット級
の原子力発電所の場合、約54万tのコンクリートや金属の解

体廃棄物が発生します。しかし、その大部分は放射性廃棄
物として扱う必要のないもの、または放射性廃棄物でない
廃棄物です。

廃止措置のステップ

放射性廃棄物として
扱う必要のないもの

（クリアランス対象物）

（約2.8万t）
約5 ％

放射性廃棄物でない廃棄物

数値は沸騰水型原子炉110万キロワット級の原子力発電所1基を解体した場合

（約49.5万t）
約93 ％

低レベル放射性廃棄物

解体撤去（機器・配管） 解体撤去（建屋）系統除染・安全貯蔵

（約1.3万t）
約2 ％

出典：	総合資源エネルギー調査会　原子力安全・保安部会　廃棄物安全小委員会「原子力施設におけるクリアランス制度の整備について」を基に作成

原子力発電所解体

原子力発電所建設

処分容器

路盤材（道路）

建物送電鉄塔

コンクリート
金属

約2％

放射性廃棄物以外の
廃棄物

約98％

一般社会での再利用原子力発電所などで再利用

コンクリート再生

金属溶融

放射性廃棄物として処分 産業廃棄物と同様に処分

再生利用再生利用

処分処分

●解体廃棄物は、資源の有効利用の観点からリサイクルしていきます。

解体廃棄物のうち、放射性廃棄物は専用の処分場で安全に処分します。それ以外の廃棄物のうち、資源として利用できる
ものは、埋設用材・道路路盤材・鉄筋・遮へい材などに再利用していきます。

解体廃棄物のリサイクル

出典：	総合資源エネルギー調査会　原子力安全・保安部会　廃棄物安全小委員会「原子力施設におけるクリアランス制度の整備について」を基に作成
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（約1.3万t）
約2 ％

出典：	総合資源エネルギー調査会　原子力安全・保安部会　廃棄物安全小委員会「原子力施設におけるクリアランス制度の整備について」を基に作成

原子力発電所解体

原子力発電所建設

処分容器

路盤材（道路）

建物送電鉄塔

コンクリート
金属

約2％

放射性廃棄物以外の
廃棄物

約98％

一般社会での再利用原子力発電所などで再利用

コンクリート再生

金属溶融

放射性廃棄物として処分 産業廃棄物と同様に処分

再生利用再生利用

処分処分

●解体廃棄物は、資源の有効利用の観点からリサイクルしていきます。

解体廃棄物のうち、放射性廃棄物は専用の処分場で安全に処分します。それ以外の廃棄物のうち、資源として利用できる
ものは、埋設用材・道路路盤材・鉄筋・遮へい材などに再利用していきます。

解体廃棄物のリサイクル

出典：	総合資源エネルギー調査会　原子力安全・保安部会　廃棄物安全小委員会「原子力施設におけるクリアランス制度の整備について」を基に作成

原子力発電所を解体して出た
廃棄物は、どのように処分するの？Q
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原子力発電所の運転・解体に伴って発生する放射性廃棄物のうち、
放射性物質の放射能濃度が低く、人の健康への影響が無視できる
ものについて、国の認可・確認を得て、普通の廃棄物として
再利用または処分できる制度を「クリアランス制度」といいます。

クリアランス制度により、放射性物質の放射能濃度が極
めて低く、人の健康への影響が無視できるものは、普通
の廃棄物と同様に再利用や処分ができます。
環境負荷の低減が必要な現代社会において、原子力発電

所の運転・解体に伴って発生する廃棄物のうち、放射能
濃度が極めて低い資材などを資源として有効に再利用
することで、日本が目指す循環型社会形成に貢献するこ
とができます。 

クリアランス制度では、どのように使用あるいは廃棄され
たとしても人体への影響がないように、放射能濃度の基
準を設けています（クリアランスレベル）。
クリアランスレベルは、年間0.01ミリシーベルト（10マイ
クロシーベルト）に相当する放射能濃度と定められていま

す。この線量は、私たちが自然界の放射線から受ける線
量の1/100以下であり、仮に複数の影響が重なった場合で
も人の健康への影響を無視することができると国際的に
認められています。

●クリアランス制度により、循環型社会形成を目指します。

●クリアランス制度における基準（クリアランスレベル）は、
　自然界から受ける放射線量の1/100以下と定められています。

「クリアランス制度」ってなに？Q

放射線を受ける量の比較

クリアランス確認手続きの流れ

国際原子力機関（IAEA）における算出方法とクリアランス基準

出典：UNSCEAR	2008	report、（公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線（国民線量の算定）第3版」ほかを基に作成

出典:	総合資源エネルギー調査会	原子力安全・保安部会	廃棄物安全小委員会「原子力施設におけるクリアランス制度の整備について」、
	 IAEA安全指針RS-G-1.7「規制除外、規制免除及びクリアランスの概念の適用」などを基に作成

写真提供：日本原子力発電（株）

出典：	総合資源エネルギー調査会　原子力安全・保安部会　廃棄物安全小委員会
	 「原子力施設におけるクリアランス制度の整備について」を基に作成

放射線を受けた量（ミリシーベルト）

10

100

1

0.01

0.001

0.06　胸のエックス線集団検診（1回）

0.05　原子力発電所周辺の線量目標値（年間）

東京〜ニューヨーク航空機旅行（往復）　0.1〜0.2

クリアランスレベル＊3　0.01（年間）

＊1  南インド、タミル・ナドゥ州の都市。
＊2  空気中に存在する天然の放射性物質。
＊3  自然界の放射線レベルと比較して十分小さく、安全上放射性物質として扱う必要のない放射線の量。
＊4  発電所などで働く作業者に対する制限は5年間につき100ミリシーベルトかつ１年間につき50ミリシーベルトを超えない。

1人当たりの自然放射線（年間）　2.1（日本平均）

インド／ケララ、チェンナイ＊1の放射線（年間）　約5〜30 
（住民の方の健康への影響は確認されていません。）

全身被ばく　100
これより低い線量では臨床症状が確認されていません。

2.4〜12.9　CT検査（1回）

3.0　胃のエックス線検診（1回）

1.0　一般公衆に対する制限（医療は除く）（年間）

0.1

50　発電所などで働く作業者に対する制限（年間）＊4

宇宙から 約0.3

大地から 約0.33

食物から 約0.99

ラドン＊2などの吸入
 約0.48 0.001未満　原子力発電所からの放出実績（年間）

【認可基準】
 • 評価対象核種が適切
 • 評価単位の重量が適切
 • 放射能濃度の決定方法が適切

 • 測定装置、測定条件が適切
 • 異物混入対策が適切

【確認基準】
 • 放射能濃度の基準へ適合
 • 認可された測定および評価方法に適合

• 対象物の種類、発生場所など
• 核種の組成
• 放射能濃度決定方法
• 測定装置
• 保管方法・品質保証

汚染状況調査など

測定・評価方法認可

原子力事業者 原子力事業者

再使用・再生利用

適正処分

国 国

クリアランス確認

放射能濃度測定・評価方法認可申請 測定・判断結果確認申請

解
体
、改
修
、撤
去

保
管・管
理
、搬
出

適用

• 確認対象物の種類、量 
• 測定・評価方法
• 評価核種の割合
• 保管場所

原子力発電所などでの再生利用

放射性廃棄物として処分

その他の再生利用

クリアランス 減容など中間処理

敷きならし材、 
埋戻材、路盤材など

●金属
●コンクリート

●保温材
●作業服など

鉄筋、鉄骨など

放射性
核種を含む
固体状
物質＊1

核種ごと（257核種）に、人体への影響が1年間当たり10マイクロシーベルト（マイクロシーベルト/年）＊2となる放射能濃度の値を算出。

評価経路

●処分場、鋳物工場などの作業
●運搬作業など

原子炉施設のクリアランス基準例
クリアランスレベル(単位:ベクレル/g)

再利用または埋設処分

作業者

●処分場、鋳物工場などの周辺居住
●建築材への再利用
●地下水を介した飲料水、農水産物の摂取

居住者

Cs-137 （セシウム）  : 0.1

Eu-152 （ユーロピウム）  : 0.1

Eu-154 （ユーロピウム）  : 0.1

Pu-239 （プルトニウム）  : 10

Am-241 （アメリシウム） : 0.1

全α核種  : 0.1 

H-3 （トリチウム） : 100

C-14 （炭素） : 1 

Mn-54 （マンガン） : 0.1

Co-60 （コバルト）  : 0.1

Sr-90 （ストロンチウム） : 1

Cs-134 （セシウム）  : 0.1

＊1	原子炉施設、原子燃料サイクル施設およびRI使用施設に関連する放射性核種を対象とし、原子炉などの解体廃棄物に限らず広く一般的な固体状物質を対象としている。
＊2	発生確率の低いシナリオの場合には1ミリシーベルト/年、皮膚被ばくの場合には50ミリシーベルト/年で評価。

テーブルの脚 インターロッキング
ブロック

車両突入防止ブロック 遮へい体
（大強度陽子加速器施設）

ベンチの脚

東海発電所の解体工事により
発生した金属などは、
クリアランス制度により再利用しています。

1966年に運転を開始した、日本初の商業用
原子力発電所である日本原子力発電（株）東
海発電所（茨城県東海村）は、1998年3月末
で運転を終えました。その後、原子炉から
使用済燃料の取り出し作業を行い、2001年
12月から解体工事を行っています。この解
体工事から出た金属などは、クリアランス制
度により再利用しています。

出典：	総合資源エネルギー調査会　原子力安全・保安部会　廃棄物安全小委員会「原子力施設におけるクリアランス制度の整備について」を基に作成
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